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スポーツ医・科学的サポート推進事業 

この事業は、本県で開催された平成6年度全国高等学校総合体育大会及び平成12年第55回国民体

育大会に向けて、競技選手の競技力向上・体力増強を目的として開始されたものである。 

体力増強には体力トレーニングが欠かせないが、近年ではスポーツ医・科学の進歩により、選手の

体力を科学的に測定し、そのデータに基づいて実施される科学的トレーニングが効果を上げているこ

とは周知のとおりである。 

本県においても平成3年に財団法人富山県スポーツ振興財団に「科学的トレーニング推進委員会」

が設置され、本県における科学的トレーニングの実施状況や今後の推進策について協議がなされ、「科

学的トレーニング強化推進策について（中間報告）」が提出された。その提言を受け、平成4年に「科

学的トレーニング推進専門委員会」が設置され、具体的な取り組みが始められた。そして、平成 12

年度には、それまでの10年間の事業をまとめた「科学的トレーニング推進事業報告書」を発刊し、一

つの区切りを迎えた。平成13年からは、特別強化指定競技（野球、駅伝）、一般強化指定競技（スキ

ー、水球、ウエイトリフティング、アイスホッケー、ソフトテニス）の7競技、約160名を指定し、

「スポーツ医・科学的トレーニング推進事業」としてスタートし成果を上げてきた。そして、平成22

年度より、さらに富山県の競技力向上を目指すために事業を拡充し、トータルサポート強化指定競技

（10競技12種目）、フィジカルサポート強化指定競技（11競技11種目）、成年サポート強化指定競技

（10競技13種目）、スペシャルサポート指定競技（3競技）の4つに分けて、約600名のサポート選

手を指定し、「強化指定選手スポーツ医・科学的サポート推進事業」として新たにスタートした。 

平成23年4月1日より、富山県総合体育センターの指定管理者が（財）富山県健康スポーツ財団か

ら（財）富山県体育協会になり、さらに、（財）富山県体育協会事務局が富山県総合体育センター内に

移転した。そのことで、富山県総合体育センターが競技力の中核施設として大きな役割を担うことと

なった。事業名も「スポーツ医・科学的サポート推進事業」と改称し、サポート競技・サポート選手

の指定や事業内容を競技団体の要望応じた方法に変更し、トータルサポート競技（11 競技 13 種目）、

フィジカルサポート競技（10競技11種目）、スペシャルサポート競技（2競技）の3つに分けて約640

名の選手を指定し各種サポートを実施した。また、平成24年度から、サポート内容は同じであるが、

トータルサポート競技、フィジカルサポート競技をスタンダードサポート（トータルサポートコース・

フィジカルサポートコース）と名称変更した。 

 

 

 

    この事業は、選手の競技力向上等のサポートを目的として、富山県総合体育センターに導入され

ている体力測定機器等を活用して選手の医・科学的な検査・測定を実施し、その結果に基づいた適

正なトレーニング方法等の指導・助言を行う。 

１ 事業の目的 

 

 

 

２ 事業の概要 

   

 
委員会の開催 

（１） スポーツ医・科学的サポート推進委員会 

学識経験者、スポーツドクター、行政担当者等で構成し、富山県のスポーツ医・科学的サポ

ート推進策等全般について審議するとともにサポート選手を決定（指定）する。(委員16名) 

 

 

 



（２） スポーツ医・科学的サポート専門委員会 

学識経験者・スポーツドクター・競技指導者・トレーナー・栄養士・行政担当者等で構成し、

サポート推進委員会で審議された事項及び指定された競技・選手のサポート策等について協

議するとともにサポート選手等に対して指導・助言等を行う。 

（委員＝12名）   

   

 
サポート事業 

（１） サポート競技及びサポート選手の内訳 

男子 女子 男子 女子 男子 女子

アルペン 11 8 5 5 29

クロスカントリー 2 1 13 6 22

ジャンプ・コンバインド 　 3 4 7

12 12 24

ウエイトリフティング 18 5 1 1 25

ボート 9 4 47 18 78

ソフトテニス 8 14 22

アーチェリー 4 6 8 6

5 4 2 1

1 1

13
ハンドボール 24 23 47

競技
28 28

15
バレーボール 30 30

種目
サッカー 15 15

アイスホッケー 14 14

計 15 19 184 114 39 7 378

柔道 29 29

卓球 6 6 12

テニス 18 19 37

スキー クロスカントリー 10 6 16

スケート フィギュア 2 2 4

6

競技
ホッケー 　 15 15

6

種目
　 計 0 0 53 42 10 8 11

野球 36 24 60

駅伝 3 1 16 17 5 5 47

計 3 1 52 17 29 5 10

合計 18 20 289 173 78 20 598
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（２） メディカルチェック 

① 問診表（既往症－ 病気・ケガ、自覚症状、練習時間、食事、体重の増減等） 

 

（３） 体力測定 

・形態（身長、体重、周径囲、皮下脂肪等） 

① 呼吸循環器系（最大酸素摂取量等）  

② 筋系（筋力、筋パワー、筋持久力等） 

③ バイオメカニクス（動作分析等） 

（４） トレーニング指導 

    体力測定結果に基づいた、トレーニングメニューの提供及び指導 

（５） 要望に応じたサポート 

   ① メディカルチェック（スポーツ障害：関節弛緩、筋柔軟性等） 

   ② メディカルチェック（血液検査：貧血等） 

③ 食事調査（食事量・食事内容の調査等） 

④ 研修会 

・トレーニング（トレーニング理論、基礎的トレーニング、競技別（専門的）トレーニン

グ等） 

・スポーツ栄養（体つくり、試合前の食事の取り方、貧血予防等） 

・スポーツ障害（各競技特有の障害予防、ストレッチング等） 

・スポーツメンタルトレーニング（実践での活用、目標設定、リラックス法等） 

⑤ 現場指導（中央講師、推進・専門委員及び職員派遣） 

トレーニング、動作分析、スポーツ栄養、スポーツ障害、 

スポーツメンタルトレーニング等 

⑥ 専門的・個別トレーニング指導 

⑦ スポーツ専門員の派遣 

  

 

  

調査・研究活動 

（１） スポーツ医・科学的トレーニングに関する調査・研究 

① 指定された競技及び選手に対する大会等での実態調査 

② 県内外の全国トップクラスの選手の各種測定・調査 

③ アンケート調査等 

④ その他 

 

 

 

啓発・普及活動 

（１） スポーツ医・科学的トレーニングの報告書・情報誌等の作成 

   ① 報告書『ＨＯＷ ＴＯ ＷＩＮ』（年１回） 

   ② 情報誌『スポーツ医・科学的トレーニング情報』（年２回） 

（２） T－netでのスポーツ医・科学的情報の配信 

（３） Web ｻｲﾄ『富山県総合体育センター』上での情報提供及び報告書、情報誌、コンディショニン

グノートの掲載 

（４） Web ｻｲﾄ『とやまスポーツ情報ネットワーク』上でのスポーツＱ＆Ａコーナー等の設置 

（５） 各学校、団体への訪問活動等 

 

 

 



 

 

 

国立スポーツ科学センター（JISS）との連携活動 

（１） スポーツ医・科学に関する情報共有・情報交換・情報発信（J-net活用）等 

（２） 全国ネットワーク会議、国際スポーツ科学会議等への参加 

（３） 中期・短期研修等への参加及び関係機関への紹介 

（４） JISSの要請及び紹介による全日本チーム・海外チームの強化合宿・強化練習会の受け入れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



スポーツ医・科学的サポート推進事業 

サポート推進委員会（推進策審議） 

提言 報告

 

 

 

国
立
ス
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ツ
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セ
ン
タ
ー
（JISS
）
と
の
連
携
活
動 

評価・分析 

成績・結果 

サポート事業 

１ サポート選手の指定 

２ メディカルチェック 

・問診表（既往症 - 病気・ケガ、自覚症状、

練習時間、食事、体重の増減等） 

３ 体力測定 

 ・形態 

①筋系 ②呼吸循環器系 ③動作分析 

４ トレーニング指導 

５ 要望に応じたサポート 

（１）メディカルチェック（スポーツ障害：関節弛

緩性、筋柔軟性等） 

（２）メディカルチェック（血液検査：貧血等）

（３）食事調査（食事量、食事内容の調査等） 

（４）研修会（トレーニング、スポーツ栄養、スポ

ーツ障害、スポーツメンタルトレーニング等） 

（５）現場指導（トレーニング、スポーツ栄養、ス

ポーツ障害、スポーツメンタルトレーニング等）

（６）専門的・個別トレーニング指導 

（７）スポーツ専門員の派遣 

サポート選手 

○ スタンダードサポート；約500名 

A：トータルサポートコース（13競技15種目） 

B：フィジカルサポートコース（6競技6種目） 

○ スペシャルサポート；約100名（2競技） 
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サポート専門委員会（サポート・支援策協議・指導・助言） 

スタッフ・ミーティング（評価・分析） 

選手、指導者。体育センタースタッフ、委員 



 

A：スタンダードサポート（トータルサポートコース），S：スペシャルサポート 

要望に応じたサポート 

・スポーツ障害‐スポーツドクターによるチェック 

関節弛緩（関節の緩さ）筋柔軟性（筋肉の柔軟性のチェック） 

・血液検査‐対象；貧血に問題があると思われる競技種目、女子選手 

・食事調査‐食事量、食事内容の調査 

・研修会‐トレーニング、スポーツ栄養、スポーツ障害、スポーツメンタルトレーニング 

・現場指導‐トレーニング、スポーツ栄養、スポーツ障害、スポーツメンタルトレーニング、大会での

試合の撮影等 ＊合宿、活動場所での実施可 

・専門的・個別トレーニング指導 

・スポーツ専門員の派遣 

トレーニング指導 

体力測定結果に基づいたトレーニングメニューの作成及び指導 

メディカルチェック 

問診表 （既往症 - 病気・ケガ、自覚症状、練習時間、食事、体重の増減等） 

体力測定（1回目） 

筋系（筋力・パワー測定）、呼吸循環器系（心肺持久力測定） 動作分析（ビデオカメラで撮影・分析）  

＊要望の測定項目を実施 

トレーニング指導 

体力測定結果に基づいたトレーニングメニューの作成及び指導 

体力測定（2回目） 

トレーニング効果の確認 

B：スタンダードサポート（フィジカルサポートコース） 

メディカルチェック 

問診表 （既往症 - 病気・ケガ、自覚症状、練習時間、食事、体重の増減等） 

体力測定 

筋系（筋力・パワー測定）、呼吸循環器系（心肺持久力測定） 動作分析（ビデオカメラでの撮影・分析）

＊ 要望の測定項目を実施。複数回実施可 

トレーニング指導 

体力測定結果に基づいたトレーニングメニューの作成及び指導 

 

 



 

 

 

筋系（筋力・パワー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■形態測定 

身長、体重、座高、皮脂厚 

胸囲、大腿囲、下腿囲、上腕囲等 

 

 

■無線式光電管タ

イム計測システム
■等速性筋力 

 

300°/sec（5回） 
光電管を使用し、

スタートから１０

ｍ，１０ｍから２

０ｍのラップタイ

ム等を測定しま

す。 

180°/sec（3回） 

60°/sec（3回）， 

180°/sec（50回） 

スピード条件（速い～遅い）

を変えて、膝関節（単関節）
競技種目により、スタート姿勢や距

離の設定する。 

■上肢伸展パワ

ー 

1.2m/sec（5回） 

0.8m/sec（5回） 

0.4m/sec（3回） 
 

スピード条件（速い～遅い）を変

えて、上肢（多関節）のパワーを

測定する。 

■脚伸展パワー 

1.0m/sec（5回）

0.6m/sec（3回）

0.2m/sec（3回）

 

スピード条件（速い～遅い）を変えて、

脚全体（多関節）のパワーを測定する。

■一般測定 

握力、背筋力、垂

直跳び、上体おこ

し、反復横とび 

■柔軟性 

腕・肩、肩甲骨周辺

脚全体 

■パワー測定 

myotest でのパ

ワー測定 

＊競技種目によ

り項目を選択 

競技種目の特性を考慮し、ベンチプ

レス動作、スクワット動作、各種の

ジャンプ動作でパワー値を測定す

■自転車パワー 

①5秒間全力ペダリング（2回），

40秒間全力ペダリング（1回） 

②5秒間全力ペダリング 

（1回），5秒間全力ペダ 

リング休息20秒間×10 

自転車ペダリングにより、最大無酸

素パワーおよびパワーの持久性を

評価する。 

セット 

＊競技種目によって、①または

②を実施する。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

■分 析 

 撮影した映像を映像解

析ソフトを使用し分析。 

■フィードバック 

 分析結果から、選手、指

導者と技術課題を検討す

る。 

■撮 影 

練習現場、試合でのスポー

ツ動作をビデオ撮影 

 

■安静時心電図 

 

■内科ドクターチェック 

 安静時心電図から診断 

■ウォーミングアップ 

 測定機器を装着し、

トレッドミル上で実施

する 

■形態測定 

身長、体重、座高、皮脂厚 

胸囲、大腿囲、下腿囲、上腕囲等 

■トレッドミル ■ラクテートアナライザー

選手のレベルにより開始速度

を設定。３分ランニング、１分休

憩、漸進的にスピードアップし、

走りきれなくなるまで実施する。

（血中乳酸度濃度測定） 

 １分休息の間に実施す

る。 

呼吸循環器系 

運動生理学者から測定結果の説明及びアドバイス 

動作分析（高速度カメラ・筋電図） 

 

 



平成24年度     スポーツ医・科学的サポート推進事業≪スタンダードサポート（トータルサポートコース）・スペシャルサポート≫

　

競技種目

対象 ﾒﾃﾞｨｶﾙﾁｪｯｸ 体　力　測　定

評価
及び指導

要望に応じたサポート

メディカ ェック 食事調査ルチ

現場指導
専門的・個別
トレーニング指導

スポーツ
専門員の派遣区分 性別 人数

問診表
筋系 呼吸循環器系 動作分析

ｽﾎﾟｰﾂ障害 血液検査 栄養分析
膝伸展
ﾊﾞｲｵﾃﾞｯｸｽ

腕伸展
パワー

脚伸展ﾊﾟﾜｰ 一般測定 柔軟性ﾁｪｯｸ
ｼﾞｬﾝﾌﾟﾊﾟﾜｰ
MYOTEST

自転車ﾊﾟﾜｰ
光電管
RUN

ﾄﾚｯﾄﾞﾐﾙ 撮影
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高校 男 11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 〇 ○ ○ ○ 〇

高校 女 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇

中学 男 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇

中学 女 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇

クロスカントリー

成年 男 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○

成年 女 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 　

高校 男 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ 〇

高校 女 6 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇

ジャンプ
コンバインド

高校 男 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 　

中学 男 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 　

水泳（水球）
高校 男 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○

中学 男 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

ウエイトリフティング

高校 男 18 ○ 　 ○ 〇 ○

高校 女 5 ○ ○ 〇 ○ 　

中学 男 1 ○ ○ 〇 　

中学 女 1 ○ ○ 〇 　

ボート

成年 男 9 ○ 　 ○
ｴﾙｺﾞﾒｰﾀｰ
（協会で実施）

〇 ○ 〇

成年 女 4 ○ ○
ｴﾙｺﾞﾒｰﾀｰ
（協会で実施）

〇 ○ 〇

高校 男 47 ○ ○
ｴﾙｺﾞﾒｰﾀｰ
（協会で実施）

〇 ○ 〇

高校 女 18 ○ ○
ｴﾙｺﾞﾒｰﾀｰ
（協会で実施）

〇 ○ 〇

ソフトテニス
成年 女 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

高校 女 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○

アーチェリー

成年 男 4 ○ ○ 〇 ○

成年 女 6 ○ ○ 〇 ○

高校 男 8 ○ ○ 〇 ○

高校 女 6 ○ ○ 〇 ○

陸上競技

高校 男 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

高校 女 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

中学 男 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

中学 女 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

自転車 高校 男 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

ハンドボール
高校 男 24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○

高校 女 23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 〇

ホッケー 高校 男 28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 〇 ○

バレーボ 高校ール 女 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇

サッカー 中学 男 15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

アイスホッケー 高校 男 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

ス
ペ
シ
ャ
ル

サ
ポ
ー

ト

野球
高校 男 36 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇

中学 男 24 ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇

駅伝

成年 男 3 ○

成年 女 1 ○

高校 男 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ 〇 ○ ○ ○

高校 女 17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

中学 男 5 ○ ○ 〇 ○ 　

中学 女 5 ○ ○ 〇 ○ 　

485
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平成24年度     スポーツ医・科学的サポート推進事業≪スタンダードサポート（フィジカルサポートコース≫

　

競技種目

対象 メディカルチェック 体　力　測　定

評価及び指導区分 性別 人数

問診表

筋　系
呼吸循環器
系

動作分析

膝伸展
腕伸展
パワー

脚伸展ﾊﾟﾜｰ 一般測定 柔軟性ﾁｪｯｸ
ジャンプ
ﾊﾟﾜｰ

自転車ﾊﾟﾜｰ
光電管
RUN

ﾄﾚｯﾄﾞﾐﾙ 撮影

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト

（
フ
ィ
ジ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス

）

柔道 高校 男 29 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

卓球

高校 男 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

高校 女 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

テニス

高校 男 18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

高校 女 19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

スキー クロスカントリー

中学 男 10 ○ ○ ○ 　 〇

中学 女 6 ○ ○ ○ 　 〇

スケート フィギュア

高校 女 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中学 女 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ホッケー 高校 女 15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 〇

113
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平成２４年度　 ツ ト ト）スポー 医・科学的サポー 推進事業（要望に応じたサポー  　 　 　 　 　 　

事業区分（Ⅰ） 事業区分（Ⅱ） 事業区分（Ⅲ） 期　日 対象・参加者等 講師，指導者，担当 主な内容 実施場所等

サポート事業 要望に応じたサポート メディカルチェック（スポーツ障害） Ｈ２４．５．１９ サポート選手（スキー・クロスカントリー１６名) あさひ総合病院　中藤医師 関節弛緩、筋柔軟性等 富山県総合体育センター・体力相談室

サポート事業 要望に応じたサポート メディカルチェック（スポーツ障害） Ｈ２４．５．２６ サポート選手（スキー・クロスカントリー６名，水球１２名） 前田委員 関節弛緩、筋柔軟性等 富山県総合体育センター・体力相談室

サポート事業 要望に応じたサポート メディカルチェック（スポーツ障害） Ｈ２４．６．２３ サポート選手（スキー・アルペン７名，コンバインド５名） 前田委員 関節弛緩、筋柔軟性等 富山県総合体育センター・体力相談室

サポート事業 要望に応じたサポート メディカルチェック（スポーツ障害） Ｈ２４．７．２８ サポート選手（駅伝・高校１８名） 前田委員 関節弛緩、筋柔軟性等 富山県総合体育センター・体力相談室

サポート事業 要望に応じたサポート メディカルチェック（スポーツ障害） Ｈ２４．８．４ サポート選手（駅伝・高校１５名、陸上競技３名） 前田委員 関節弛緩、筋柔軟性等 富山県総合体育センター・体力相談室

サポート事業 要望に応じたサポート メディカルチェック（スポーツ障害） Ｈ２４．８．２６ サポート選手（スキー・アルペン８名） 前田委員 関節弛緩、筋柔軟性等 富山県総合体育センター・体力相談室

サポート事業 要望に応じたサポート メディカルチェック（スポーツ障害） H２４．１２．９ サポート選手（野球・高校１８名　不二越工業高校、高岡高校） 前田委員 関節弛緩、筋柔軟性等 富山県総合体育センター・体力相談室

サポート事業 要望に応じたサポート メディカルチェック（スポーツ障害） H２５．１．１９ サポート選手（野球・高校９名　富山商業） 前田委員 関節弛緩、筋柔軟性等 富山県総合体育センター・体力相談室

サポート事業 要望に応じたサポート メディカルチェック（スポーツ障害） H２５．１．２６ サポート選手（野球・中学１５名） 前田委員 関節弛緩、筋柔軟性等 富山県総合体育センター・体力相談室

サポート事業 要望に応じたサポート メディカルチェック（スポーツ障害） H２５．２．２ サポート選手（野球・高校９名他選手５名　高岡商業高校） 前田委員 関節弛緩、筋柔軟性等 富山県総合体育センター・体力相談室

サポート事業 要望に応じたサポート メディカルチェック（血液検査） H２５．４．２８ サポート選手（スキー・クロスカントリー） 西能病院看護師、布村委員 一般基礎検査、貧血検査 西能みなみ病院

サポート事業 要望に応じたサポート メディカルチェック（血液検査） H２５．５．１７ サポート選手（駅伝・高校　富山商業） 西能病院看護師、布村委員 一般基礎検査、貧血検査 西能みなみ病院

サポート事業 要望に応じたサポート メディカルチェック（血液検査） H２５．７．１０ サポート選手（駅伝・高校　富山商業） 西能病院看護師、布村委員 一般基礎検査、貧血検査 西能みなみ病院

サポート事業 要望に応じたサポート メディカルチェック（血液検査） H２５．８．４ サポート選手（駅伝・高校　富山商業） 西能病院看護師、布村委員 一般基礎検査、貧血検査 西能みなみ病院

サポート事業 要望に応じたサポート 食事調査 H２４．５．１９ サポート選手（スキー・クロスカントリー１６名） 桑守委員 食事調査 富山県総合体育センター・体力測定室

サポート事業 要望に応じたサポート 食事調査 H２４．５．２６ サポート選手（スキー・クロスカントリー６名，水球１２名） 桑守委員 食事調査 富山県総合体育センター・体力測定室

サポート事業 要望に応じたサポート 食事調査 Ｈ２４．７．２８ サポート選手（駅伝・高校１８名） 桑守委員 食事調査 富山県総合体育センター・体力測定室

サポート事業 要望に応じたサポート 食事調査 Ｈ２４．８．４ サポート選手（駅伝・高校１５名、陸上競技３名） 体育センター職員 食事調査 富山県総合体育センター・体力測定室

サポート事業 要望に応じたサポート 食事調査 Ｈ２４．８．２６ サポート選手（スキー・アルペン８名） 桑守委員 食事調査 富山県総合体育センター・体力測定室

サポート事業 要望に応じたサポート 食事調査 H２４．１１．２２ サポート選手（ボート・成年　　名） 体育センター職員 食事調査 富山県総合体育センター・体力測定室

サポート事業 要望に応じたサポート 食事調査 H２４．１１．２３ サポート選手（ボート・少年・富工高　　名） 体育センター職員 食事調査 富山県総合体育センター・体力測定室

サポート事業 要望に応じたサポート 食事調査 H２４．１１．２５ サポート選手（ボート・少年・八尾高　　名） 体育センター職員 食事調査 富山県総合体育センター・体力測定室

サポート事業 要望に応じたサポート 食事調査 H２４．１１．３０ サポート選手（ハンドボール・男子　　名） 体育センター職員 食事調査 富山県総合体育センター・体力測定室

サポート事業 要望に応じたサポート 食事調査 H２４．１２．２ サポート選手（ハンドボール・女子１９名） 桑守委員 食事調査 富山県総合体育センター・体力測定室

サポート事業 要望に応じたサポート 食事調査 H２４．１２．９ サポート選手（野球・高校１８名　不二越工業高校、高岡高校） 桑守委員 食事調査 富山県総合体育センター・体力測定室

サポート事業 要望に応じたサポート 食事調査 H２５．１．２６ サポート選手（野球・中学１５名） 桑守委員 食事調査 富山県総合体育センター・体力測定室

サポート事業 要望に応じたサポート 食事調査 H２５．２．２ サポート選手（野球・高校９名他選手５名　高岡商業高校） 桑守委員 食事調査 富山県総合体育センター・体力測定室

サポート事業 要望に応じたサポート 研修会（スポーツメンタルトレーニング） H２４．１１．１７～１８ サポート選手（トータルサポート競技３６名） 奈良教育大学　岡澤祥訓教授 試合で実践できるように 富山県総合体育センター・大研修室

サポート事業 要望に応じたサポート 研修会（スポーツメンタルトレーニング） H２５．１．１２～１３ サポート選手（ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄ,ｽﾍﾟｼｬﾙｻﾎﾟｰﾄ競技４９名） 奈良教育大学　岡澤祥訓教授 試合で実践できるように 富山県総合体育センター・大研修室

サポート事業 要望に応じたサポート 研修会（スポーツ栄養） H２４．１２．８ サポート選手（ボート・成年８名，少年４６名） 西能病院　舘川美貴子氏 身体つくりのための食事の摂り方 富山県漕艇場

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（中央講師・トレーニング） H２４．８．１７～８．１９ サポート選手（駅伝・中学１０名），県内中学生駅伝選手６０名，指導者１０名ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄRUN　UP志水氏，河合氏 駅伝・中学の強化練習会（実技指導・ｽﾎﾟｰﾂ栄養・ｽﾎﾟｰﾂ障害） 長野県須坂市峰の原高原

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２４．５．２１ サポート選手（野球・高校‐富山商業野球部） 山地課長補佐 体力測定結果を基づいたトレーニング 富山商業高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２４．５．３０ サポート選手（スキー・クロスカントリー１５名） 山地課長補佐 オフシーズン初期のトレーニング 南砺平高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２４．５．３１ サポート選手（野球・高校・富山商業野球部） 山地課長補佐 体力測定結果を基づいたトレーニング 富山商業高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２４．６．１０ サポート選手（スキー・クロスカントリー１５名） 山地課長補佐 オフシーズン初期のトレーニング 南砺平高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２４．６．２０ サポート選手（スキー・クロスカントリー１５名） 山地課長補佐 オフシーズン初期のトレーニング 南砺平高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２４．９．１２ サポート選手（スキー・クロスカントリー１５名） 井口係長 オフシーズンのトレーニング 南砺平高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２４．９．１９ サポート選手（スキー・クロスカントリー１５名） 井口係長 オフシーズンのトレーニング 南砺平高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２４．９．２６ サポート選手（スキー・クロスカントリー１５名） 井口係長 オフシーズンのトレーニング 南砺平高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２４．１０．２４ サポート選手（スキー・クロスカントリー１６名） 山地課長補佐 オフシーズンのトレーニング 南砺平高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２４．１０．３１ サポート選手（スキー・クロスカントリー１７名） 山地課長補佐 オフシーズンのトレーニング 南砺平高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２４．１２．１３ サポート選手（野球・高校　富山商業） 山地課長補佐 体力測定結果を基づいたトレーニング 富山商業高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２４．１２．２３ サポート選手（野球・高校　富山商業） 安谷委員 体力測定結果を参考に理論的な打撃技術を身につける 富山商業高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２４１２．２５～２９ サポート選手（ソフトテニス・高校１４名） ｼﾞｬｯｸﾊﾝﾄﾞﾄﾚｰﾅｰｽﾞ代表片岡　淳氏 強化合宿において効果的なﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ・ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ 和歌山市河南総合体育館他

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２５１．１８ サポート選手（野球・高校　富山商業） 山地課長補佐 体力測定結果を基づいたトレーニング 富山商業高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２５．２．３ サポート選手（水球２０名） 岡本接骨院　岡本祐仙氏 北信越高校水球競大会でのコンディショニング 富山県総合体育センター温水プール

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） Ｈ２５．２．６・１０・１３・２０ サポート選手（ホッケー男子２８名） ｼﾞｬｯｸﾊﾝﾄﾞﾄﾚｰﾅｰｽﾞ代表片岡　淳氏 強化合宿において効果的なﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ・ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ 石動高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H２５．２．１７ サポート選手（野球・高校　富山商業） 安谷委員 投球、打撃動作の講習、実技、高校野球における戦術 富山商業高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） Ｈ２５．２．１８ サポート選手（野球・高校　富山商業） 山地課長補佐 体力測定結果を基づいたトレーニング 富山商業高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） Ｈ２５．３．６・１２・１５・２０・２５・２６ サポート選手（ホッケー男子２８名） ｼﾞｬｯｸﾊﾝﾄﾞﾄﾚｰﾅｰｽﾞ代表片岡　淳氏 強化合宿において効果的なﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ・ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ 石動高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（トレーニング） H25.3.27～30 サポート選手（ソフトテニス・高校１４名） ｼﾞｬｯｸﾊﾝﾄﾞﾄﾚｰﾅｰｽﾞ代表片岡　淳氏 平成24年度全国高等学校選抜ソフトテニス大会 愛知県名古屋市

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（スポーツ栄養） H２４．８．１８～８．１９ サポート選手（駅伝・中学１０名），県内中学生駅伝選手６０名，指導者１０名ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄRUN　UP河合氏 駅伝・中学の強化練習会（アスリートの食事の摂り方等） 長野県須坂市峰の原高原

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（動作分析） Ｈ２４．６．３ サポート選手（ウエイトリフティング２３名）、指導者３名 鳥海委員 大会での撮影、分析 滑川高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（動作分析） Ｈ２４．７．２２ サポート選手（アーチェリー２４名） 鳥海委員 動作分析結果のフィードバック 黒部市健康スポーツプラザ

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（動作分析） H２４．１２．１５～１６ 全国トップ選手 堀田委員 大会での撮影、分析 北海道糠平温泉スキー場

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（動作分析） H２５．１．１０～１１ サポート選手（スキー・アルペン１９名） 堀田委員 大会での撮影、分析 たいらスキー場

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（動作分析） H２５．２．３～６ サポート選手（スキー・アルペン１０名） 堀田委員（5日まで）,井口係長 大会での撮影、分析 極楽坂スキー場

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（スポーツメンタルトレーニング） H２４．７．１５～１６ サポート選手（ウエイトリフティング２５名）、指導者３名 奈良教育大学　岡澤祥訓教授 インターハイに向けて最大限実力をハックできるよう、実践的なアドバイスを受ける 滑川高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート 現場指導（スポーツメンタルトレーニング） H２４．９．２２～２３ サポート選手（ウエイトリフティング２２名）、指導者３名 奈良教育大学　岡澤祥訓教授 国体に向けて最大限実力をハックできるよう、実践的なアドバイスを受ける 滑川高等学校

サポート事業 要望に応じたサポート スポーツ専門員の派遣 H２４．７．２８～８．１ サポート選手（ハンドボール・女子２３名） 山地課長補佐 インターハイでのコンディショニング 新潟県上越市柿崎総合体育館

サポート事業 要望に応じたサポート スポーツ専門員の派遣 H２４．８．５ サポート選手（バレーボール・女子３０名） 山地課長補佐 インターハイでのコンディショニング 富山県高岡市竹平記念体育館

サポート事業 要望に応じたサポート スポーツ専門員の派遣 H２４．８．１０～８．１２ サポート選手（ハンドボール・女子２３名） 山地課長補佐 北信越国体でのコンディショニング 福井県福井市北陸電力福井体育館ﾌﾚｱ

サポート事業 要望に応じたサポート スポーツ専門員の派遣 H２４．８．１７～８．１９ サポート選手（駅伝・中学１０名），県内中学生駅伝選手６０名，指導者１０名井口係長 駅伝・中学の強化練習会 長野県須坂市峰の原高原

サポート事業 要望に応じたサポート スポーツ専門員の派遣 H２４．１０．.３～１０．８ サポート選手（ハンドボール・女子２３名） 山地課長補佐 岐阜国体でのコンディショニング 岐阜県高山市

サポート事業 要望に応じたサポート スポーツ専門員の派遣 H２４．１０．６～７ サポート選手（ウエイトリフティング） 井口係長 岐阜国体での撮影、分析  土岐市産業文化振興センターセラトピア土岐

サポート事業 要望に応じたサポート スポーツ専門員の派遣 H２５．２．１～２．２ サポート選手（ハンドボール・女子２３名） 山地課長補佐 選抜大会北信越予選でのコンディショニング 石川県金沢市

サポート事業 要望に応じたサポート スポーツ専門員の派遣 H２５．３．２４～３．３０ サポート選手（ハンドボール・男子24名，女子２３名） 山地課長補佐 選抜大会でのコンディショニング 静岡県浜松市
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平成２４年度　手スポー

　

ツ医・科学的サポート推進事業（調査・研究活動、啓発・普及活動、JISSとの連携活動）

　 　 　 　 　

事業区分（Ⅰ） 事業区分（Ⅱ） 事業区分（Ⅲ） 期　日 対象・参加者等 講師，指導者，担当 主な内容 開催場所等

調査・研究活動 スポーツ医・科学的トレーニングに関する調査・研究 指定された競技及び選手に対する大会等での実態調査 H２４．６．３ スタンダードサポート・トータルサポートコース（ハンドボール　男子・女子） 山地課長補佐、宮島指導員 富山県高等学校総合体育大会決勝の視察 氷見市ふれあいスポーツセンター

調査・研究活動 スポーツ医・科学的トレーニングに関する調査・研究 指定された競技及び選手に対する大会等での実態調査 H２４．７．２３，２４，２６ スペシャルサポート（野球・高校　砺波工業、高岡商業。富山商業、滑川） 安谷委員
第94回全国高等学校野球選手権富山大会でのサポート校
の現状分析

高岡市営城光寺野球場、県営富山野球場
富山市民球場

調査・研究活動 スポーツ医・科学的トレーニングに関する調査・研究 指定された競技及び選手に対する大会等での実態調査 H２４．７．２６ スペシャルサポート（野球・高校　砺波工業、高岡商業。富山商業、滑川）
井口係長、青木指導員
糸井指導員、飯野指導員

第95回全国高等学校野球選手権富山大会でのサポート校
の現状分析

富山市民球場

調査・研究活動 スポーツ医・科学的トレーニングに関する調査・研究 指定された競技及び選手に対する大会等での実態調査 H２４．９．５ スタンダードサポート・トータルサポートコース（ボート） 山地課長補佐、井口係長
ボート練習場における体力トレーニング等の実施環境につ
いての調査

富岩運河環水公園

調査・研究活動 スポーツ医・科学的トレーニングに関する調査・研究 指定された競技及び選手に対する大会等での実態調査 H２５．２．３～６ 平成２４年度全国中学校スキー大会富山県出場選手及び全国トップ選手
堀田委員（３・４日）
井口係長（３～６日）

平成２４年度全国中学校スキー大会でのレース撮影 らいちょうバレー・極楽坂スキー場

調査・研究活動 スポーツ医・科学的トレーニングに関する調査・研究 指定された競技及び選手に対する大会等での実態調査 H２５．３．３～４ スキーアルペン富山県選手及び競技全国トップレベル選手 堀田委員 ファーイーストカップ 長野県志賀高原スキー場

調査・研究活動 スポーツ医・科学的トレーニングに関する調査・研究 指定された競技及び選手に対する大会等での実態調査 H２５．３．７～９ スキーアルペン富山県選手及び競技全国トップレベル選手 堀田委員 ファーイーストカップ 長野県野沢温泉スキー場

調査・研究活動 スポーツ医・科学的トレーニングに関する調査・研究 指定された競技及び選手に対する大会等での実態調査 H２５．３．２７ スキーアルペン富山県選手及び競技全国トップレベル選手 堀田委員 読売カップ 岐阜県ほおのき平スキー場

調査・研究活動 スポーツ医・科学的トレーニングに関する調査・研究 その他 H２４．１２．１ スポーツ指導者 井口係長
「スポーツにおける最新IT機器の効果的な活用方法」
講師：宮地　力（国立スポーツ科学センタースポーツ科学
研究部副主任研究員）

富山市総合体育館

調査・研究活動 スポーツ医・科学的トレーニングに関する調査・研究 その他 H２４．１２．１５～１６ 一般・学校・都道府県サッカー協会関係者 山地課長補佐
ワールドフットボールアカデミー・ジャパン
「サッカーのピリオダイゼーション＆コンディショニング」
講師：レイモンド・フェルハイエン

大阪府堺市J-GRENN堺

啓発・普及活動 スポーツ医・科学的トレーニングの報告書・情報誌等の発行 HOW　TO　WIN　№２０ H２５．３．３１ 平成２４年度事業報告 ― 平成２４年度事業報告 富山県総合体育センターホームページ

啓発・普及活動 スポーツ医・科学的トレーニングの報告書・情報誌等の発行 スポーツ医科学的トレーニング情報№４５、４６
H２５．１．３１
H２５．２．２８

全県下 ― しっかり食べてパフォーマンスアップ！ 富山県総合体育センターホームページ

啓発・普及活動 T－netでのスポーツ医・科学的情報の配信 ― H２４．４．１～H２５．３．３１ 市町村体育関係、競技団体、公共体育施設、スポーツクラブ等 ― JISS（ｊ-net）、医・科トレ事業等からのスポーツ情報の提供 T－net

JISSとの連携活動 地域ネットワーク全国会議、国際スポーツ科学会議等への参加 女性スポーツリーダーシップカンファレンス２０１２ H２４．11．17
スポーツ科学・医学・情報の研究者、スポーツ指導者・競技者・関係者
大学生等

宮島指導員
「女性コーチ・サポートスタッフの現状と課題」
「スポーツ界における女性リーダーシップを考える」

順天堂大学本郷キャンパス

JISSとの連携活動 地域ネットワーク全国会議、国際スポーツ科学会議等への参加 JISSスポーツ科学会議 H２４．１２．７ スポーツ科学・医学・情報の研究者、スポーツ指導者・競技者・関係者等 井口係長
”スポーツ科学、次へのステップ”
～　ロンドンオリンピックとこれから　～

味の素ナショナルトレーニングセンター

JISSとの連携活動 地域ネットワーク全国会議、国際スポーツ科学会議等への参加
第1回アジア・ハイパフォーマンススポーツ
センター・カンファレンス

H２５．２．２８～３．１
文部科学省、各都道府県教育委員会、競技別強化拠点
地域医科学センター関係者

井口係長
基調講演、各国の競技力向上のためのシステム構築の現
状

味の素ナショナルトレーニングセンター

JISSとの連携活動 地域ネットワーク全国会議、国際スポーツ科学会議等への参加 JISS地域ネットワーク全国会議 H２５．３．２６～２８ JISSネットワーク関係者、ナショナルトレーニングセンター利用者等 宮島指導員
国際競技大会を通して考える競技力向上戦略
スポーツ政策の検証・評価　等

味の素ナショナルトレーニングセンター
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 スポーツ医・科学的トレーニングの取り組み 

 

アルペンスキー選手の動作分析 

－大回転における富山県選手の課題－ 

 
                        スポーツ医・科学的サポート専門委員 

富山大学 教授 堀 田 朋 基 
 

はじめに 
筆者は、平成18年より富山県競技力向上プロジェクトの一環としてアルペンスキーレースの動作分析を行っ
てきた。今年度スキー学会教育講演でこれまでのアルペンサポートについて発表する機会を得た。その際、大

回転のライン取りについて国内トップ選手と富山県選手を比較し、富山県選手に共通する課題が浮き彫りにな

ったのでその点について明らかにする。 
 
レース撮影 
毎年シーズン終盤に、ＦＩＳコンチネンタルカップ（ファーイーストカップ）が白馬、志賀高原、野沢温泉

で開催されているが、今回は志賀高原で行われた志賀高原カップ（3月3日）におけるレースを撮影した。レー
ス会場は、志賀高原ジャイアントスキー場でコースプロフィールはスタート標高 1625m、ゴール標高 1364m、
標高差261m、最大斜度34°、平均斜度20°である。当日の気象状況は、快晴、気温－10°、雪温－8°でバ
ーンはインジェクションで処理されたアイスバーンであった。撮影ポイントは、コース後半部分にある急斜面

の後半部分であり、ダブルゲートからのオープンゲート3旗門で２つのターンを撮影した。 
撮影は毎秒120コマの高速度カメラで行い、動画ファイルから10コマ毎に静止画を切り出し、1枚毎に両ス
キーを 2 本の直線で示しスキーの線画を作成した。そして、その線画を重ね合わせることで旗門通過中のスキ
ーの軌跡画を作成した。図１～３は、国内トップおよび高校生トップクラス（全員ナショナルチーム）の選手

のスキーの軌跡である。また、図４～６は富山県選手のスキーの軌跡である。 
                       
 
図１ 国内トップ I 選手のスキーの軌跡     

 

 



図２ 高校生トップクラスH選手のスキーの軌跡 

 
図３ 高校生トップクラスK選手のスキーの軌跡     図４ 富山県T選手のスキーの軌跡 

 
図５ 富山県S選手のスキーの軌跡           図６ 富山県M選手のスキーの軌跡 
 
 比較のために、旗門のインポールを直線（緑）で結んだ。また撮影区間の通過タイムを図中に示した。図で

赤い楕円で囲んである箇所は、今回話題にする部分である。このようにスキーの軌跡を示すことで、スキーが

ズレている箇所とズレが少なく直線的に滑走している箇所を視覚的に表すことができる。また時間間隔が既知

なので、スキーがズレている時間とズレが少ない時間を特定することが可能となる。 
 

 

 



スキー軌跡の比較 
 撮影区間は、旗門数４、ターン数２で短い区間にもかかわらず、富山県選手と国内トップクラス選手の通過

タイム差は最大で約0.6秒あり、かなりの差があると言わざるを得ない。ちなみに国内トップクラスの I選手（図
１）はこのセット52.64秒（5位）である。高校生トップクラスのK選手（図３）とH選手（図２）は、それ
ぞれ53.99秒（23位）と54.15秒（26位）であるが、高校生のなかではそれぞれ4位と6位であった。なおこ
のセット1位の選手のタイムは52.18秒であった。これに対し富山県選手は、56.57秒（S選手（図５）、63位）、
58.08秒（T選手（図４）、73位）、59.94秒（M選手（図６）、76位）でどの選手も60位以内に入れず2本目
に進むことができなかった。富山県選手は、1 回のセットで約５～７秒程度の差をつけられていることになる。
何故このような大きなタイム差がつくのだろうか。 
 図１～３のトップクラスの選手と図４～６の富山県選手の軌跡を比較すると、特に２番目の右ターン後半部

分（図中で赤い楕円で示してある部分）で旗門通過後スキーが谷側に落とされている。旗門のインポール間を

緑線で示してあるので、この線を基準に見ると富山県選手はトップクラスの選手と比較して下に落とされてい

るのが明白である。この２番目のターンの旗門は振り幅があり、図１～３のトップ選手の軌跡を見ても明らか

なように全選手がターン前半部分でスキーをずらしてターンを処理していた。富山県選手もターン前半からス

キーをずらして対応している（図４～６）。しかしながら、トップ選手はターン後半スキーのズレが少なく直線

的に滑走している一方、富山県選手は後半もズレが継続しており、スキーが直線的に滑走している区間が少な

い。その結果、その後の左ターンでは旗門を遠回りで通過してしまい、さらに谷側に落とされてしまっている。

富山県選手がトップ選手とタイム差が大きいのは、このターン後半部分の処理に問題があるのではないだろう

か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              図７ ターン後半部分の各選手の動作 
 図７は、ターン後半部分（赤い楕円の箇所）における各選手の動きを示している。この図から明らかなよう

に富山県選手はいずれもターン後半でバランスを崩しており、後半でスキーを走らせている動きには見えない。

国内トップクラスの I選手の動きと比べるとその差は歴然としている。富山県選手とトップクラスの選手の動作
で異なる点は、富山県選手がターン後半で腰が落ちてしまって後傾になっている点である。何故このような動

 

 



作になってしまうのか。原因は幾つか考えられるが、ターンを構成する３つの要素、すなわち荷重、角付け、

回旋のバランスが取れていないことが大きな要因であるように思われる。 
近年のカービングスキーの普及により競技スキーにおいても角付けが極端に強調され、内傾過多でターンす

る選手が多く見受けられるようになってきた。しかしながらこのようなスキー操作では、今回の志賀高原ジャ

イアントスキー場のような急斜面のアイスバーンではスキーがズレてしまう。カービングスキーの性能を利用

してズレの少ないターンをするためには、スキーに荷重してスキーをたわませ、スキーのサイドカーブを活用

することが重要である。さらにこの荷重によってエッジングの反作用が得られ、結果として大きな求心力を得

ることにつながる。求心力が大きくなればスキーが遠心力によってターンの外方向にズレることは少なくなる。

そしてこのようなスキー操作に求められるのが外向傾姿勢であり、谷脚荷重であろう。一世代前にはこのよう

なキーワードが競技スキーにおいても重要視されていたが、近年はどうであろうか。今一度、基本動作を確認・

習得することが大切ではないだろうか。来シーズンよりGSスキーは男子で195cm、サイドカーブが35m以上、
女子では188cm、サイドカーブが30m以上となる。サイドカーブがこれまでよりかなり大きくなるので（今ま
では男子27m以上、女子23m以上）、今まで以上に回旋と荷重の比重が増えるものと思われる。 
 
おわりに 
 今回は、今まで明らかにできなかったスキーの軌跡と実際の動きを結びつけることで、選手の問題点を掘り

下げることが可能になった。客観的に見てスキーの軌跡が重要であり、スキーの軌跡が無駄なく直線的であれ

ばタイムが速いことは明らかである。それゆえ、コーチングの際にも選手の体の動かし方のみならずスキーの

動きにも着目する必要があるものと考えられる。 
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